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イギリスの古典学者・コーンフォード
（
1995 ）
は、ソク
ラテスの対話のような、伝統的慣習から自らを引き離し、無反省に受け入れていたことばの意味の批判的解体をともなう活動が活発化した当時のギリシャの思想動向を、大人の権威によって秩序づけられ 世界観を批判し、独 の解釈を持って自覚的 理解 ようとする現代青年の認知活動と同一視する。　
そしてこの青年の認知活動は、ロシア
（旧ソ連）
を代表
する教育心理学者であるＬ
.Ｓ
.ヴィゴツキーが明らかに
した、 言語認識の「自覚」機能 対応するものといえる
（田
島、
 2018 ）。大人が話しかけることばは当初、小さな子ども
にとって絶対であり、いわば神話のような存在である。しかし子どもは、この大人との神話的世界への没入的参加に止まらず、そこでの学びを苗床として次第に、自分自身の視点から世界の意味を論理的・多面的に解釈する
（それら
の言語に対する認識を自覚する）
ようになっていく。この過程
は「認知発達」とも呼ばれる。　
裏を返すならば、青年期に至る発達過程で実現し得る、
他者が「正しい」と権威づけた情報／価値観
（端的にいえば
神話）
を鵜呑みにせず、自分自身の力によってその内実を
検証しようとする人間の発達は、ソクラテスが見出したような学問
（哲学）
的問いかけを行い続けた結果、促進され
るということである。　
過去において裏付けられた「神話」を受け入れ、ことば
の分かったつもりに止ま ことと比較して、独自の自己の視点からそれを解体し、自覚的な理解を導く活動は苦しく手間もかかるものである。しかしその苦しみは、世界について自分なりに考える「自由」を担保するものでもある。筆者は大学教員として、学生たちのこの苦しみに伴走し、また彼らと共に自由を謳歌したいものだと願っている。
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紀元前五世紀前後のアテネでは、世界の構造を包括的に
意味づける神話的語りへの無批判な没入状態を批判し、自分自身の頭で、社会に流布することばの意味を解釈する気風が強くなっていた
（ハヴロック、
 1997 ）。吟遊詩人による神
話
（特にホメロスの叙事詩）
の語りに没入するとは、それを
聴く人々と一体感を持って、自分ではその意味も分からないまま、その世界にはまり込む状態といえる。　
ソクラテスは人々の神話
（そしてその神話を権力基盤とする
政治家等の言説）
への没入的な知のあり方を批判し、ことば
を自分の頭で論理的に解釈し 知的活動を重視した。いわゆるソクラテスの対話は、この解釈プロセスを外化したもの いえる。この対話は他者が語ることばを批判的に評価し、様々な文脈における 可能性を迫 問いかけとそれへ 返答によって構成されている。こ 種のやりとりが重視されるように った結果 人々 物事について
自ら考え、自律的に価値判断を下す視点としての「自己意識」が誕生したといわれる。
ソクラテス
　
神々に誓って、メノン、君は徳とは何であると主
張するのかね？
 ……
メノン
　
……男の徳とは何かとおたずねなら……国事を処理す
る能力をもち、かつ処理するにあたって、よく友を利して敵を害し、しかも自分は何ひとつそういう目にあわぬよう気をつけるだけの能力を つこと……ソクラテス
　
……君が挙げたいろいろの徳……の数が多く、い
ろいろの種類のものがあるとしても、それらの徳はすべ ある一つの同じ相（本質的特性）をもっているはずであって、それがあるからこそ、いずれも徳であるというこ になるのだ。……（プラトン、
1994
, pp.12-16 ）
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